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明治初期ジュルダンらによる 『敦賀潜』ほかの港湾地図について

細 井 将 右

は じ め に

明治初期,我 が国で地図作成の指導に当たったジュルダ ンについては,我 が国の政府地図作

成機関である国土地理院は じめ地図作成関係者 による 『測量地図百年史』や,『 日本地 図測量

小史』ほかの 日本地図史関係 図書では,断 片的な記述 しか見 られない。

筆者は,2004年7～9月 にフランス方面での在外研 究の機会が与え られ,フ ランスに赴いた

際に,フ ランスの国十地理院に相 当する国立地理調査所InstitutGeographiqueNational職 員に,

フランスの当時の政府地図作成機関か らの派遣 ではないか と思い尋ねたところ,そ のような事

実はな く,陸 軍歴史部公文書館ArchivesServiceHistoriquedel'ArmeedelaTerreや 外務省公文

書館 などを訪ねることを勧め られた。手初めに陸軍歴史部公文書館 を訪ねたところ,ジ ュルダ

ンのほかヴィエ イヤールの関係書類 も閲覧することがで き,本 誌57号 所載の 『明治初期 フラン

ス人地図測量教育者 ジュルダンとヴィエイヤール』の中で,両 者の経歴,ジ ュルダンについて

は 『地図彩色』,広 島湾,備 後灘 の地図作成 ほか について,ヴ ィエ イヤールについては,教 導

団や習志野原大演習時にお ける地形図作成演習ほか陸軍士官学校創設時 における教育活動など

につ いて報告 した(1)。

2007年4月,ご く短時 日であるが,フ ラ ンスの国立地理調査所 を訪 れるとともに,前 論文記

載事項再確認を兼ねて,陸 軍歴史部公文書館 を訪れ,日 本へ派遣 された第2次 陸軍教 師団報告

書類群 を再度閲覧す る機会が あった。約3年 ぶ りであるが,前 回見た資料が見当た らない な

ど,収 蔵内容に多少変更があるように思われた。

1870年 代 に日本へ派遣 された陸軍教師団の報告書類群は未整理で,個 々の書類 目録 な しとい

うこともあ り,前 回あまり注 目しなかった1877年 関係書類群の中に,ジ ュルダンらに よる敦賀

湾ほかの地図 と調査報告書類 を新 たに見出だ した。 これ については,こ れまで,フ ランスでも

報告 されていないので,以 下に,主 にその際応急的に手持ちカメラで撮影 した地図写真 と仏文

報告書 などにより,地 図を中心 に,前 論文を補足する もの として報告す る。

1敦 賀湾ほかの地図作成について

陸地測量部は,1889年 に我が国の統一的な地形図作成機関として参謀本部測量局か ら外局の

機関 として設立された。その初期 の活動の記録 として,10年 ほどの準備期間を経て,1922年 に

「陸地測量部沿革誌』が刊行 された。本書 は,陸 地測量部の前身たる参謀本部測量局のみな ら

ず,そ れ以前の地形図作成 関連の動 きについて も不完全 なが ら記 しているので,我 が国の近代

地図作成 を研 究す る上で貴重 な参考資料である。

『陸地測量部沿革誌』の 「第1編 維新前後 ヨリ陸地測量部設立二至 ル」 の陸地測量部設立

以前 の記述の中で,明 治7(1874)年,陸 軍省参謀局中に 「第五(地 圖政誌)課 第六(測 量)
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明治初期ジュルダンらによる 「敦賀溝』ほかの港湾地図について

課ノニ課 ヲ設ケラレ」,「第五課ハ本邦地圖ノ調製地誌 ノ編纂隣邦地理 ノ講究 ヲ掌 リ第六課ハ必

要ナル地域 ノ実測 ヲ掌ル」 とある。現地測量によ り地図 を作成す る陸軍参謀局第六(測 量)課

は長嶺課長の下 に,福 田,古 川,渡 部,早 川等 のほか築造局か らの小菅,小 宮 山,関,「 雇佛

人 ジョルダン等亦之二参与 シタルモノノ如 シ」 とあ り,ジ ュルダンは参謀局第六課で仕事 をし

ていた ようである。

明治9(1876)年 につ いては,第 五課 は 「伊能圖ノ模写二着手 シ」,第 六課 は 「函館,新 潟,

七尾,敦 賀等ノ海湾並二那須野 ノ局地圖 ヲ完成」(2)とあ り,第 五課 では業務 の一部 として伊能

図の模写,第 六課では函館ほか 日本海側 の3海 湾等 の調査,地 図作成 を行 ったこ とが述べ られ

ている。 この調査にはフランス人教師 と田島応親や長嶺課長,牧 野,渡 部,後 に陸地測量部の

初代製図科長 となる早川ほか,早 乙女,矢 島等が出張 したようである(3)。

しか し,こ の港湾調査 の日本政府への報告書 につ いては,西 南戦争 の混乱あるいはその後の

何 らかの事情 による ものか,こ れ までの ところ,そ の所在が知 られていない。

2フ ランス政府派遣陸軍教師団から本国への港湾調査報告書について

筆者は前述 のように,フ ランスの陸軍歴史部公文書館 を短時 日なが ら再度訪れる機会があっ

た。その際,上 述の海湾調査 に関係 あると思われ るもの として,フ ランス陸軍教 師団 ミュニエ

首長か ら本国 フランス政府への活動報告書類の中に,函 館,新 潟 七尾 敦賀,宮 津 の各港湾

の各 々の状況 とその防衛方法についての 日本政府へ の仏文による報告文書 とその付 図 として,

強靭 な透写性 の和紙 あるいは洋紙(ト レー シングペーパー)へ の地図の写 しを見つけた。

なお,こ れ らの港湾は明治初期当時,江 戸時代以来の松前千石船,北 前船で賑 わっていた港

である。

日本政府へ の報告文書 は,防 衛委員長 ミュニエ中佐 と防衛委員の ジュルダン工兵大尉の共同

執筆の形 をと り,フ ランス語正文か ら日本側で和訳 した もの と思われるが,フ ラ ンス政府への

写 しは,例 えば敦賀湾の報告書 については,筆 跡,お よび報告書共同執筆者 ジュルダンについ

てはsigneと あ るのみで本人の署名が ない ところか ら見て ミュニエ 中佐が筆 写 を行 った よう

で,そ の写 しが正文 と合致 していることを陸軍教師団首長 ミュニエ中佐が証する形 をとってい

る。

報告書 は,日 本政府お雇い フランス政府派遣陸軍教師団が作成 しているが,地 図の作成 につ

いては,地 図に作成従事者の名前は記載 されていないが,『 陸地測量部沿革誌』の前述 の記述

の中で,地 図の作成が明治9年 の第六課の業務 として述べ られていることか らみて,本 図,写

し図ともに,ジ ュルダンの技術指導の下に,第 六課 で長嶺課長以下,渡 部,早 川 ほか港湾調査

同行者が直接 間接に作成 に関係 した もの と考え られる。

明治10年2月 西南戦争が勃発 し,既 存地図の収集編集によ り地図を作成する第五課で九州全

図を作成 したが,細 部が詳 らかでな く,現 地測量で地図 を作成す る必要が生 じたので,明 治10

(1877)年6月 に第六課職員が全員九州へ出掛 ける(2)ことになるが,そ の出発準備 にかかるま

で上述の作業を継続 し,敦 賀湾,新 潟港,函 館湾の ように完成,宮 津港のようにほぼ完成 して

いるもの もあるが,七 尾港の ように未完成の ままになった と思われるもの もある。

ここではジュルダ ンの署名,朱 印のある 『敦賀'{』 の地図を中心 に一・部仏文報告書 を参考 に

して概要 を述べ るこ ととす る。
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3『 敦賀湾』の地図

図1に その地図の全体 を示す。地図の図名 は 『敦賀潜』BAIEDETSOUROUGAと 地図の上

部に表示されている。 購 輔 麟 難灘 鎌歎 燕 _….灘 》

『敦賀湾』の地図用紙全体

の大 きさは,お お よそ縦60

cm,横45cmで ある。 薄 く強

靭 な半透明,透 写性の和紙上

に,黒(文 字 ・数 字,海 岸

線,地 形表現 のケバ),黄 土

色(平 地),青(海 面),赤

(集落,砲 台関係 など)の4

色で鮮 やかに描かれている。

北の方向は図上で示 されてお

り,本 図では北の方向は真上

か ら左へ少 し傾いている。

図2に,比 較 と地名などの

参考のために,平 成18年 国土

地理院発行 の地勢図 「岐阜』

の対応部分を示す。両図を比

較する と,図1は 敦賀湾全体

が対 象 で はな く,ほ ぼ南半

分,東 岸の阿曽 と西岸の色浜

以南が対象 であ ることがわか

る。急斜面 がケバhachureで

表示 されている。図1の 下部

右寄 りに敦賀の町が描かれて

いる。西岸 の鷺崎か ら東岸 の

松 ヶ崎にかけて以南では測深

点の列が横 断方向や海岸沿い

に数本認め られ る。測深点は

全体で約120点 ある。

鰯

識

二Lグ

欝懸灘 難 擬 ㌔{。こツ讐 響∴

図1(Flg1)『 敦 賀 灘 』

v嵐 搬

艦

湾の西方には西方 ヶ岳764m,東 方 には鉢伏 山762mの 山地 があ り,海 岸線 は屈 曲 している

が,凹 部では小河川が斜面を下 り,山 麓 に小 さな扇状地 を広 げている。

図1で は,内 陸部は描かず,海 岸地域のみを描いているが,山 麓の平地部分 を黄土色,急 斜

面 ・崖の部分 を黒色のケバで表現 している。敦賀湾地域 は高さ数百 メー トルの高地の中の窪地

に海が入 りこんでお り,湾 奥の敦賀市街部 を除き,平 野が小 さ く,崖 ・急斜面の部分が多い。

この地図では阿曽,色 浜以南の対象地域 についてそれを全面的に描いてい る。

図3に,図1地 図の右下隅の部分 を示す。この部分図下端 に見 られるように原図の縮尺は1

/18,000で ある。その上に仏文で 「水深数値 はメー トルで表示」 とあ り,そ の上に 「中佐,陸

軍教師(軍 事使節)団 首長 ミュニエ」 の署名,同 首長の官印が青でついてあ り,そ の右上に仏
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明治初期ジュルダンらによる 『敦4」 ほかの港湾地図について

文で 「江戸Yedo,1877年4月25日 」,そ の下に 「工兵

大尉ジュルダ ンA.Jourdan」 の署名 と和 文の 「元彦根

邸 内 ジュルダン」 の朱角印がついてある。 『陸地測

量部沿革誌』の記述 と合わせ考えると,ジ ュル ダンの

指導の下に第六課職員が作成 した もの と思われる。

なお,仏 文報告書の 日付 は1877年6月8日 である。

仏文報告書 は1つ の港湾 ごとに,完 成 し次第陸軍省 に

提出 され,そ の写 しがフランス本国の陸軍大 臣あてに

送 られている。

当時,既 にわが国の多数の港湾 についてイギ リス に

よる海図作成が行われてお り,函 館,新 潟,七 尾,宮

津の港湾で も精粗 まち まちの海図作成が行われていた

ようである(5)。 しか し,敦 賀湾で は作 成 されてお ら

ず,こ の時の調査が初 めての測深である。イギ リスで

は深度 をfathom(尋)で 表すが,本 図 はフラ ンス人

指導なのでメー トルを用いている。なお,1920年 の海

図国際会議の結果,日 本ではその後メー トル式で表示

す るようになったが,全 体がメー トル式 に書 き換 えら

れたのは1947年 のことである(6)。

報告書では,敦 賀が 日本海岸にあ り,琵 琶湖か ら21

キロで,新 潟 の南か ら出雲 までの10国 の物産を,琵 琶

湖利用で京,大 阪,神 戸へ,ま た彦根 か ら四 日市への

陸路 を利用 し,伊 勢湾 か ら江戸へ運 ぶ に も便利 であ

り,夏 季は南風が吹いて,舟 運によいが,冬 は強い北
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図3(Fig.3)『 敦 賀i』 右 下 隅部 分
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風のため,北 へ長 く伸 びた湾 に沖合か ら大波が押 し寄せ,停 泊に適 していないと述べている。

ただ し,敦 賀湾西部の常宮湾は比較的波穏 やかで,冬 季用 に,小 崎か ら沖合へ 長 さ150～200

メー トルの防波堤 を建設す ることを提 案 し,地 図上に,実 際には存在 しない突堤 を描 いて い

る。

図1と 図2を 比べ ると,図1の 対象地域外であるが,左 上部,西 岸 の浦底集落の北にある浦

底湾の方向が,図2で は北西であるのに対 し,図1で は西であ り,現 状 と違 っている。

図4に,米 国議会図書館所蔵の,伊 能忠敬 による伊能大図をデジタル複製 した地図(4)から対

応部分 を示す。米国議会図書館所蔵の伊能大図は,そ の中に第三,第 四,第 七軍管な どと表記

している地図が混在 していることか ら,『 陸地測量部沿 革誌』中の上述の陸軍省参謀局第五課

職員の模写 による地図ではないかと言われている(4>。伊能大図原図の作成 は図1よ り調査時期

が70年 余 り前であるが,浦 底湾 の方向が西で,図1と 一致 してお り,ほ かでも海岸線が よく似

ている。上述のように,本 図作成 と同時期 に第五課で伊能図の模写作業が始 まっているところ

か ら,原 図縮尺1/36,000の 伊能大図の敦賀湾地域 の部分 を模写 した ものを第六課職員が現地

に持参 し,対 象地域 の点検 を行 い,変 化部分は修正 し,平 地 は黄土色,山 地斜面 はケバで表示
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図5(Fig.5)輯 製図 『岐阜』(部分)

図4(Fig.4)伊 能大図 『敦賀 ・小浜』(部 分)
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明治初期ジュルダンらによる 『敦賀湾』ほかの港湾地図について

したが,浦 底湾付近 は現地 と違 っていることか ら対象地域外 として,未 修正の ままに残 したこ

とも考え られる。 この地域の伊能大 図模写 図は,図4に 見 られるように,海 岸線,地 名,集 落

が中心で,小 河川が薄 く描かれているが,山 地斜面は描かれていない。図1は 伊能大図の2倍

引 き伸ば し図を基図 として描かれた もの と思われ る。

図5に,明 治21年 陸地測量部作成,縮 尺1/20万 の輯製 図 「岐阜」 の対応部分 を示す。浦底

湾の方向は北西 で,現 状に近い。 この地図は縮尺1/216,000の 伊能 中図 を利用 して作成 され

たと言われているが,東 京 国立博物館所蔵 の伊能中図(8)でも,浦 底湾の方向は北西である。 中

図は,大 図か ら編集によ り作成された と考えられているが,米 国議会図書館所蔵 の大図とは浦

底湾については違 っている。原因はいろいろ考え られるが,こ こでは立 ち入 らない。

4他 の港湾地図の概要

4-1『 丹 後 國宮津 湾港 之 圖 』

図6に 『丹 後 國宮津1港 之 圖 』BAIEDEMIYADSUを 示 す 。 『敦 賀{』 と同様 に薄 く強 靭 な

透 写性 の和 紙 を用 い,縮 尺 は1/18,000で あ る。 黒(図 郭線,地 名,測 深値,ス ケー ル,松 林

記 号,陰 影 な ど),薄 墨(図 名,海 岸 線 な ど),青(海 面,河 川),赤(集 落,砲 台 関係 な ど)

の3～4色 で鮮 や か に描 か れ てい る。紙 の 大 きさはお お よそ縦76.5cm,横40cmで あ る。 図 の

下端中央 に首長 ミュニエ 中佐 の署名 と円形の陸

軍教師団首長印,そ の右 に,「 東京Tokio,1877

年4月25日 工兵大尉 ジュルダン」の署名 と彼の

和文の朱角印が見 られる。 日付 は 『敦賀{』 と

同 日である。

図の左側中央 に矢羽根 で北の方向を示 してお

り,こ の図では北の方向が真上か ら左へ約40度

傾いていることがわか る。

日本文字 は図名のほか,宮 津,天 橋立な どが

あ る。

伊能大図の対応部分 と比べ ると,海 岸線 の

形,河 川 な どは よく一致 してお り,こ の地図

は,『 敦賀湾』の地図 と同様 に伊能大図の2倍

引 き伸ば しを基 図として描かれたもの と思われ

る。

宮津湾 も特 に西岸側 は数百 メー トルの山地が

あ り,急 斜面が海岸 に迫 ってい る部分 も多い

が,砲 台建設候補地の部分のみ崖 ・急斜面を丁

寧 にケバで表現 してお り,他 の部分は海岸線の

み で地形 を表示 してお らず,『 敦賀湾』 のよう

な海岸地域全体の地形表現 となっていない。西

南戦争のための時間の不足 による ものか。

水深 は,簡 略 に,細 長い湾 の中心線 と湾奥部

で は海岸 に沿 っ て測深 値 が列 状 に見 られ,

fathom(尋)で 表示 されてい る。湾奥部 には等
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図6(Fig.6)『 丹後國宮津灘港之圖』
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深線が一本描かれている。宮津湾 は英国海軍が既 に測深 してお り(5),測 深値 はそれに基づいた

もの と思 われ る。

報 告書 の 日付 は1877年7月20日 で あ り

であ る。

『敦賀{』 より1ヵ 月あま り後 で,5港 湾 中の最後

4-2『 函館港暑圖』

図7に 『函館港暑圖 』Golfede

Hakodateを 示 す。 和文 図名 は函館 港

略図であるが,仏 文図名の通 り函館湾

全体 が対象地域であ る。洋紙(ト レー

シ ングペ ーパ ー)上 に 縮 尺1/

36,450,地 図 と しては黒1色,函 館

湾,函 館山,亀 田川ほかの河川,五 稜

郭な どが描かれ,函 館 山部分 は陰影に

よる地形表現 となっている。亀田川,

五稜郭 については 日本語による注記が

見 られる。湾 内 に測深点 が多 数見 ら

れ,等 深線 も数本描 かれてい る。図の

左上部分,仏 文 による図名の下に,仏

文で,「fathom(尋)に よる水 深」 と 図7(Fig・7)『 函館港署圖』

表示 している。左 下部分に ミュニエ中佐の署名 と首長印,右 下部分 に縮尺 と工兵大尉 ジュルダ

ンの署名 と彼の和文の朱角印が見 られる。 日付 は見 られ ない。黒1色 の地図の上 に砲台関係 を

赤で表示 している。紙 はか な り褐色化 している。

縮尺は伊能大図 と近似 しているが,基 図 として伊能大図は全 く利用せず,1854年 英 国海軍 に

よる海図 「HAKODADIHARBOUR』(7)の 沿岸付 近を水深値 も含 め全面 的に利用 して,1864年

竣工の五稜 郭を新 たに描 き加 え,函 館山の地形は陰影 による表現 に変 えている。

報告書の 日付 は1877年2月15日 で,5港 湾の中で最 も早 い。

4-3『 新淳港圖』

図8に 「新渾 港 圖』PORTDE

NIEGATAを 示 す。 『敦 賀灘 』 と

同様 の 薄い和 紙上 に 縮 尺1/

14,400,4色,図 名は じめ,図 郭

線,水 涯 線,注 記 は黒,水 部 は

青,集 落,砲 台関係は赤,砂 丘は

黄土色で表示 してい る。図の下部

中央 に縮尺,左 に 「首長 ミュニエ

中佐」の署名 と官印,右 に 「工兵

大尉 ジュルダン」の署名,そ の右

上 にジュルダンの和文による朱角

印が見 られる。

なお,中 央左下寄 りの縦長の懊 図8(Fig.8)『 新 潭 港 圖 』

妖
篠
港
瞬
鼠
紳
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明治初期ジュルダンらによる 『敦賀湾』ほかの港湾地図について

形は下敷 とした白紙の問の隙 間による ものである。

水深は表示 していない。開港場であ り,英 国海軍 による測深は既 に行 われていた(5)が,1870

年 にフランスで出版 された新潟港の水深図 もあ り(9),当 時の河ロの状況では水深が浅 く,北 前

船や中国のジャンクは可能であるが,欧 米の外航船の寄港は難 しい と考えた ようである。

図名,縮 尺のほか,信 濃河,新 潟,烏 帽子町,舟 見山,沼 垂ほかの 日本語 による注記が見 ら

れる。

伊能大図 とは,海 岸線,河 状 ともに違 ってお り,本 図では利用 していない と思われ る。

報告書の 日付 は1877年2月20日 で,函 館港 に次 いでいる。

4-4PORTDENANAO

図9に 七尾港の図 を示す。

図 名 は 日本 文 字 が な く,

PORTDENANAO(七 尾港)

のみで,小 口瀬戸 と屏風瀬戸

の間の七尾南湾が対象地域で

あ る。『敦賀{』 と同様 に薄

い和紙を用いている。数字 に

よる縮尺の記載 はないが,ス

ケールが示 されている。黒,

青,赤 の3色 である。海岸線

の輪郭が主で,砲 台建設候補

地のみケバで地形を表現 して

い る。

翻
図9(Fig.9)七 尾港図

5港 湾の地図の中で最 も簡略であ り,未 完成 と見たか,ミ ュニエ,ジ ュルダンの署名が

見 られ ない。海峡部のみ若干測深点が見 られるが,こ こも英国海軍が既 に測深 を行 っていた港

湾である(5)。

伊能大図 とは,海 岸線が少 し違 っている。崖 ・急斜面の多い地形で,変 化 は小 さいと思われ

る。大図の利用が考え られるが詳細は不明である。

報告書の 日付 は1877年5月8日 で,3番 目である。

5そ の他の地図

上記以外 に,1876年 の報告書類群の中に,前 論文(1)で述べ た広島湾の図のほかに,前 回は報

告書だけで,見 つけられなかった備後灘 の地図,さ らに豊後灘の地 図と報告書,鹿 児島湾の地

図 と報告書 を見 ることがで きた。備後灘 など3地 図は黒1色 大判で,砲 台関係が赤で描かれて

いる。これ らについての記述 は別 の機会 に譲る。

なお,前 論文で広 島湾の図でマ イル としたのはseamileで,海 里 とい うことになる(1)(p.38,

下か ら3行)。

お わ り に

以上,敦 賀湾の港湾地図を中心 に,函 館湾か ら宮津湾の港湾地図 まで見 たが,1876年7月 か

ら9月 までの,当 時の交通事情,移 動 日数,職 員の人数,習 熟度 を考 える と,短 い期 間にお け
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る調査測量 に基づ く地図作成であ り,当 時得 られた最 も正確 で信頼性の高い地図資料 を活用 し

て行われた もの と思われる。新潟 と七尾の図については不明であるが,函 館湾 は1854年 の英国

製の海図,敦 賀湾 と宮津湾は伊能大図を活用 し,そ の上 に修正 を加 え,編 集作成 したものと思

われる。

明治初期,参 謀局第六課は現地での実測を掌 ることとなっているが,こ の5港 湾の地図の作

成においては,既 存 の最適の地図資料 を活用 しつつ,実 測の成果を加 えて必要な地図 を迅速に

作成 した。後 に縮尺1/20万 輯製図の作成 に際 し,伊 能中図を活用 したといわれているが,「 敦

賀湾』 などでの経験 が生かされた ということが考 えられ る。

本稿 は,平 成19年8月25～26日,法 政大学市ケ谷キャンパスで開催 された 日本国際地図学会

平成19年 度定期大会 における口頭発表要旨に修正加筆 した ものである。
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PortMapsofTsurugaBayandothersdrawnbyA.JourdanandJapaneseSurveyors

PortMapsofTsurugaBayandothersdrawn

byA.JourdanandJapaneseSurveyors

ShosukeHosoi

"HistoryofLandSurveyofJapan"describesaboutthemappingofportsofHakodate ,Niigata,

Nanao,Tsuruga,etc.fordefensein1876bythemembersofthesurveyingdepartmentofMinistryof

Army,ofwhichA.Jourdanwasahiredteacherforsurveyingandmapping,belongingtotheSecond

FrenchMilitaryMissiontoJapan.Heaccompaniedthemfordefenseplanningandinstructionofmap-

pingoftheportsandbaysfordefensewiththechiefoftheMission,Lt.ColunelMunier.

Buttheexistenceoftheabove-mentionedmapswhichwerepresentedtotheMinistryofArmyof

JapanisnotknowntodayinJapan.

Ifoundthecopymapsoftheabove-mentionedmapswhichweresentbytheSecondFrenchMili-

taryMissiontotheFrenchGovernmentasapartofthemissionactivityreports,intheArchiveSer-

viceHistoriquedel'ArmeedeTerreinParis.

Inthispaper,theportmapofTsurugaBay(Fig.1),FukuiPrefecture,centaralJapan,isdescribed

mainly,andotherportmapsofMiyadzu(Fig.6},Hakodate(Fig.7),Niigata(Fig.8}andNanao

(Fig.9)arementionedbriefly.

TheportmapofTsurugaBaywasdrawnonsemi-transparentJapanesepaper(Washi)manuallyin

fourcolorsin1/18,000scaleoriginally,anditsdimensionisapproximately60cmby45cm.Theto-

pographyalongthecoastisshownwithhachureindetailinblack.Becauseofitssimilarityinthe

coast-linewiththeTsuruga-Obamasheet(Fig.4)oftheInoLargeMap(1/36,000),itprovedthat

theportmapofTsurugaBaywasdrawnreferencingthelatterforitsbasemapandthetopographic

expressionwasaddedwithhachureonlandandwithbathymetricdataunderwater.
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